
１
２
月
議
会
を
前
に
し
た

議
員
全
員
協
議
会
に
、
主
な

議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
吾
野
・
東
吾

野
・
名
栗
地
域
を
対
象
と
し

た
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

を
補
正
予
算
案
と
し
て
提
案

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
国
の
地
域

情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交

付
金
１
億
２
６
０
０
万
円
と

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
２
億
２
６
８
０
万

円
を
活
用
し
て
総
額
３
億
７

８
０
０
万
円
の
事
業
で
す
。

整
備
計
画
案

の
概
要

こ
の
事
業
で

光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
整
備
し
、

高
速
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
の
使
え

る
環
境
を
整
え

ま
す
。
こ
の
こ

と
で
高
速
大
容

量
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
が

可
能
に
な
り
ま

す
。
同
時
に
、

２
０
１
１
年
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
１
６

０
世
帯
ほ
ど
が
地
デ
ジ
難
視

聴
地
域
と
な
る
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
利
用
し
て
そ
の
解
消
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
携
帯
電

話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
も
つ
な

げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

運
営
形
態
は
、
飯
能
市
が

整
備
し
、
運
営
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等

民
間
事
業
者
と
賃
借
契
約
を

結
び
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
情
報
格
差
の
解
消

１
２
月
補
正
予
算
で
導
入

が
決
ま
れ
ば
、
１
月
に
予
定

し
て
い
る
臨
時
市
議
会
で
契

約
を
締
結
し
、
年
度
内
に
工

事
を
行
い
、
２
２
年
度
か
ら

供
用
開
始
の
見
込
み
で
す
。

光
フ
ァ
ー
バ
ー
網
が
整
備

さ
れ
る
と
市
街
地
同
様
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

と
な
る
た
め
、
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
電
話

な
ど
の
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
も
民
間
事
業
者
が
配

信
す
る
光
テ
レ
ビ
と
し
て
受

信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
は
、
ガ

ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
細

い
繊
維
で
で
き
て
い
る
、
光

を
通
す
通
信
ケ
ー
ブ
ル
。
非

常
に
高
い
純
度
の
ガ
ラ
ス
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て

お
り
、
光
を
ス
ム
ー
ズ
に
通

せ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

飯
能
市
は
、
１
０
月
７
日

に
開
い
た
下
水
道
審
議
会
に

２
２
年
４
月
に
下
水
道
使
用

料
の
値
上
げ
を
提
案
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
７
日
開
か
れ

た
、
議
員
全
員
協
議
会
に

「
２
２
年
度
４
月
の
改
定

（
値
上
げ
）
は
見
送
る
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

下
水
道
審
議
会
に
提
案
さ

れ
た
値
上
げ
案
で
は
、
「
２

２
年
度
と
２
５
年
度
の
料
金

改
定
で
下
水
道
使
用
料
を
１

m3
あ
た
り
単
価
を
１
１
２
円

か
ら
１
５
０
円
に
し
、
資
本

費
の
５
０
％
を
回
収
し
た
い
」

と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
値

上
げ
案
に
よ
る
と
２
０
m3
の

平
均
家
庭
の
月
額
使
用
料
は

６
５
２
円
（
２
８
％
程
度
）

も
跳
ね
上
が
り
、
２
５
０
０

円
に
も
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
「
市
が

進
め
て
き
た
１
２
万
人
都
市

構
想
の
破
た
ん
で
過
大
投
資

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
県
内

４
０
市
中
１
０
番
目
か
ら
、

最
も
高
い
日
高
市
に
次
ぐ
高

い
下
水
道
使
用
料
に
な
る
こ

と
。
不
況
で
市
民
の
暮
ら
し

と
営
業
が
大
変
な
時
に
、
料

金
値
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

１
０
月
２
８
日
の
下
水
道

審
議
会
で
は
、
会
長
は
じ
め

ほ
ぼ
全
員
が
、
「
雇
用
も
市

民
生
活
も
一
番
厳
し
い
時
だ
、

こ
の
時
期
の
値
上
げ
は
よ
ろ

し
く
な
い
」
と
い
う
意
見
で
、

市
の
提
案
が
合
意
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
提
案
で
き
な
か
っ

た
も
の
で
す
。

「
ダ
ム
の
た
め
の

ダ
ム
」
と
い
わ
れ

る
品
木
ダ
ム
。
八
ッ

場
ダ
ム
の
上
流
に
、

吾
妻
川
の
ヒ
素
を

含
む
強
酸
性
の
水

を
中
和
す
る
た
め

に
、
品
木
ダ
ム
と

二
つ
の
中
和
工
場
が
あ
る
こ

と
を
11
月
８
日
の
「
新
飯
能
」

の
記
事
で
知
り
ま
し
た
▼
た

ん
に
八
ッ
場
ダ
ム
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
そ
の
上
流
に
あ

る
「
死
の
ダ
ム
」
の
存
在
を

と
り
あ
げ
た
こ
と
、
ま
た
党

支
部
の
人
た
ち
が
そ
こ
ま
で

調
査
に
行
っ
た
こ
と
は
す
ご

い
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
13
日
の
群
馬
県

議
会
決
算
特
別
委
員
会
で

「
八
ッ
場
ダ
ム
予
定
地
の
上

流
で
、
国
交
省
が
環
境
基
準

を
超
え
る
ヒ
素
を
毎
年
検
出

し
な
が
ら
公
表
を
避
け
て
い

た
」
こ
と
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
た
の
で
す
▼
14
日
の
全

国
紙
も
「
上
流
ダ
ム
維
持
年

10
億
円
」
な
ど
と
、
品
木
ダ

ム
の
実
態
と
水
質
問
題
を
大

き
く
報
道
し
ま
し
た
。
「
新

飯
能
」
が
政
治
を
動
か
し
た

と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
こ
ん

な
深
刻
な
問
題
を
他
に
先
駆

け
て
あ
き
ら
か
に
し
報
道
で

き
た
こ
と
は
、
党
支
部
と

「
新
飯
能
」
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
思
い
ま

す
。
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総会と講演会のご案内

自治体の役割と地域運動

講演 竹内 良二 氏
自治体問題研究所埼玉県理事
元狭山市職労委員長
元自治労連埼玉県本部書記次長

「市政を変えるみんなの会」では、会の継続

と日常活動をすすめることを確認し、第一回

の総会と記念講演を上記のとおり計画しまし
た。

多くの皆さんにご参加をいただき、飯能市

政の問題や課題、今後の活動などについて交

流したいと思います。
総会後に記念講演を予定しています。

主催：市政を変えるみんなの会

22年度４月からの

下水道料金値上げを

見送らせる

難視世帯

難視世帯

難視世帯

難視世帯

地域情報通信基盤
整備イメージ図



埼
玉
商
工
団
体
連
合
会
で
は

１
５
日
、
浦
和
コ
ル
ソ
で
中
小

商
工
業
交
流
・
研
究
集
会
を
開

催
し
、
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森

永
卓
郎
氏
を
招
き
『
こ
れ
か
ら

の
日
本
経
済
と
中
小
企
業
の
経

営
』
に
つ
い
て
の
講
演
や
「
県

緊
急
借
換
資
金
」
の
説
明
を
聞

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
埼
玉
県

内
の
中
小
業
者
約
３
０
０
人
が

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

森
永
氏
は
、
完
全
失
業
率
が

７
月
５
・
７
％
か
ら
微
減
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
も
底
を

打
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

２
番
底
の
様
子
が
見
え
て
き
た
。

経
営
不
振
の
民
間
企
業
に
失
業

者
を
出
さ
な
い
よ
う
国
か
ら
交

付
さ
れ
て
い
る
雇
用
調
整
助
成

金
が
年
末
バ
タ
バ
タ
と
切
れ
て

い
く
の
で
不
安
だ
。

地
域
経
済
を
一
刻
も

早
く
回
復
を

森
永
氏
は
、
国
民
生
活
を
破

壊
し
て
き
た
『
構
造
改
革
』
は
、

１
９
７
３
年
イ
ギ
リ
ス
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
誕
生
か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
と
言
え
ば

『
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
』

福
祉
の
国
だ
っ
た
。
そ
れ
が
福

祉
切
り
捨
て
、
法
人
税
の
最
高

税
率
８
２
％
か
ら
４
０
％
に
下

げ
、
消
費
税
８
％
か
ら
１
５
％

に
上
げ
、
お
金
万
能
主
義
で
航

空
、
電
機
、
ガ
ス
、
刑
務
所
、

空
軍
ま
で
民
営
化
し
て
、
最
後

は
空
軍
に
荷
物
ま
で
運
ば
せ
た
。

世
界
同
時
金
融
危
機
の
あ
と
、

イ
ギ
リ
ス
は
消
費
税
の
減
税
と

法
人
税
の
増
税
を
段
階
的
に
す

す
め
て
い
る
。
個
人
消
費
を
刺

激
す
る
こ
と
が
地
域
経
済
活
性

化
の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
こ
こ
が
日
本

と
違
う
点
で
あ
る
こ
と
。
し
か

し
、
『
構
造
改
革
』
ノ
ー
の
声

が
政
権
交
代
を
実
現
し
た
も
と

で
、
以
下
２
つ
の
こ
と
を
実
行

す
れ
ば
日
本
は
必
ず
回
復
す
る

と
い
っ
て
、
１
つ
は
、
日
本
は

中
小
企
業
の
国
。
モ
ノ
づ
く
り

を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
を
一

刻
も
早
く
回
復
さ
せ
る
こ
と
だ
。

イ
タ
リ
ア
で
は
現
場
へ
の
権
限

移
譲
が
も
の
す
ご
く
進
ん
で
い

て
、
働
き
方
も
毎
日
５
時
半
に

帰
る
に
は
ど
う
す
る
か
労
働
者

自
身
が
考
え
る
。
１
ヶ
月
の
バ

カ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
最
初
か

ら
年
間
の
仕
事
を
１
１
ヶ
月
で

割
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
労

働
者
自
身
が
主
体
的
働
き
方
を

社
会
全
体
の
シ
ス
テ
ム
に
押
し

上
げ
た
の
だ
。

暗
い
人
か
ら
新
し
い

発
想
は
生
ま
れ
な
い

２
つ
目
に
、
“
演
歌
”
と
“
お

し
ん
”
が
大
好
き
な
日
本
人
が

苦
手
と
す
る
明
る
さ
、
楽
天
的

な
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
。
パ
ッ
と
し
な
い
企
業
、

職
場
に
は
法
則
が
あ
っ
て
、
ど

こ
で
も
版
を
押
し
た
よ
う
に

『
我
が
社
を
取
り
巻
く
状
況
は

一
段
と
き
び
し
く
、
社
員
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
こ
れ

で
は
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
。
さ

わ
や
か
な
挨
拶
、
イ
ヤ
ミ
で
な

い
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
。
暗
く
な
っ

て
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
る
人
か
ら

新
し
い
発
想
は
生
ま
れ
な
い
。

職
場
を
ラ
テ
ン
に
！
会
場
は
拍

手
喝
采
で
し
た
。

11
月
18
日
、
都
市
計
画
審
議

会
が
開
催
さ
れ
、
飯
能
南
台
第

２
地
区
や
大
河
原
地
区
の
状
況
、

東
飯
能
駅
東
口
通
り
線
と
阿
須

小
久
保
線
双
柳
工
区
、
阿
岩
橋

下
部
工
工
事
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
が
開
発
整
備
を
進
め
て
い

る
南
台
第
二
は
21
年
３
月
末
時

点
で
は
49
・
１
㌶
の
48
％
の
宅

地
造
成
の
工
事
が
終
了
。
飯
能
・

大
河
原
地
区
は
全
体
で
１
３
７
・

７
㌶
あ
り
、
当
初
の
計
画
で
は

８
千
人
の
宅
地
開
発
で
し
た
が
、

見
通
し
が
な
い
こ
と
か
ら
２
千

人
に
縮
小
し
、
さ
ら
に
現
在
は
、

６
０
０
人
・
１
７
０
戸
と
大
き

く
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
大

街
区
７
８
㌶
を
企
業
誘
致
す
る

と
し
て
現
在
、
市
と
Ｕ
Ｒ
で
誘

致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

景
気
動
向
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の

問
題
で
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

東
飯
能
駅
東
口
通
り
線
の
最

終
区
間
41
・
３
ｍ
と
同
所
か
ら

北
上
す
る
阿
須
小
久
保
線
双
柳

工
区
の
約
２
５
８
ｍ
に
つ
い
て

は
22
年
３
月
10
日
ま
で
を
工
期

と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
、
県

道
馬
引
沢
線
ま
で
の
約
１
８
０

ｍ
も
今
後
進
め
る
事
に
よ
り
西

部
広
域
消
防
本
部
ま
で
の
道
路

が
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

双
柳
南
部
地
内
の
阿
須
小
久

保
線
や
東
原
巽
原
線
の
工
事
に

よ
り
東
飯
能
駅
東
口
か
ら
椿
本

チ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
プ
ス
の
あ
る

産
業
道
路
へ
の
通
り
抜
け
が
可

能
と
な
る
予
定
で
す
。

阿
岩
橋
の
掛
け
替
え
で

下
水
道
に
見
通
し

12
月
議
会
に
も
工
事
契
約
に

つ
い
て
議
案
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
橋
台
や
橋
脚
の
橋
の
下

部
工
工
事
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
新
し
く
出
来
る

阿
岩
橋
は
現
在
の
橋
の
直
ぐ
上

流
側
に
か
か
る
１
２
５
・
６
ｍ

の
橋
で
幅
員
は
14
ｍ
を
計
画
し

23
年
度
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
阿
岩
橋
に
下
水
道
管
を
架

け
る
こ
と
で
、
岩
沢
地
区
へ
の

本
格
的
な
下
水
道
整
備
が
始
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２００９年１１月２２日 ＮＯ．１７００

恒
例
と
な
っ
た
「
秋
の
お
散

歩
マ
ー
ケ
ッ
ト
」が
１
５
日
、
南

高
麗
黒
指
・細
田
地
区
で
お
こ

な
わ
れ
、
５
〇
〇
人
を
超
す

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

前
日
の
雨
が
ウ
ソ
の
よ
う
に

晴
れ
渡
り
、
飯
能
駅
の
北
口
、

間
野
黒
指
行
き
バ
ス
停
で
は
、

「
今
年
も
会
い
ま
し
た
ね
ー
」

「
晴
れ
て
最
高
で
す
ね
！
」
な

ど
、
臨
時
バ
ス
を
待
つ
間
の
会

話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

「
お
散
歩
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
飯

能
市
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

室
の
後
援
を
受
け
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
一
つ
で
運
営
は
地
区

の
実
行
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
２
２
軒
が
出
店
し
、

家
の
軒
先
に
は
、
ゆ
ず
、
レ
モ
ン

な
ど
季
節
の
農
産
物
や
手
作

り
の
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、
煮
込
み

う
ど
ん
、
お
は
ぎ
、
ク
ッ
キ
ー
、

栗
赤
飯
な
ど
が
並
び
、
参
加

者
は
「ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」を
片

手
に
、
家
々
を
廻
り
な
が
ら

食
事
を
し
た
り
買
い
物
し
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
色
も

形
も
様
々
な
屋
号
ス
タ
ン
プ

を
す
べ
て
押
し
た
人
に
は
完
歩

賞
と
し
て
廃
油
石
鹸
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
飯
能
南

後
援
会
は
15
日
、
奥
多

摩
の
鳩
ノ
巣
渓
谷
ハ
イ

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
渓
谷
沿

い
の
木
々
が
鮮
や
か
に

紅
葉
し
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ハ
イ

キ
ン
グ
の
後
は
、
奥
多

摩
温
泉
も
え
ぎ
の
湯
で

汗
を
流
し
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

開
発
計
画
見
直
し
な
ど
報
告

都
市
計
画
審
議
会

今
年
も
盛
大
に

秋
の
お
散
歩
マ
ー
ケ
ッ
ト

縁側で買い物

工事中の阿須小久保線

講演する森永氏

ＵＲ大河原住宅


